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東地区の社会人（30 歳代以上）56 名，計 220 名を対象
に質問紙調査を実施した．回答は無記名，任意であった．
有効回答者は 191 名（男性 92 名，女性 98 名，不詳１
名），有効回答率は 86.8％，平均年齢は若者 19.07 歳（SD 
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2007）などをもとに，おおよそ 10 歳代中盤から 20 歳代ま
での者を想定する．
２）自己カテゴリ化のより詳細な内容については，大和田
（2010），Turner（1987）などを参照されたい．
３）大和田他（2013）によると，「被奉仕志向性」とは，「『言
わずとも察してくれ』たり『言わずとも許してくれるのが
当然』といった捉え方を特徴とする認知傾向」を指し，「大
学生活における被奉仕志向性」とは，「大学生が学内の生
活において，教職員や友人，大学そのものなど，大学生自
身と関わりを持つ他者から奉仕的態度で接してもらうこと
を当然のように思う程度についての認知的枠組み」を指す．
付記
本研究は，日本心理学会第 75 回大会ワークショップ「自己
心理学における文化の問題（９）」において報告された内容を
再構成したものである．
